
■
夜
間
精
神

保
健
電
話
相
談

市役所代表電話0 4 2 2 － 4 5 － 1 1 5 1 健康　介護　市民文芸　�

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
U
は
、

在
宅
の
ね
た
き
り
な
ど
で
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
や
そ
の
介
護

者
の
み
な
さ
ん
の
在
宅
介
護
に
関

す
る
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
、
ニ

U
ズ
に
対
応
し
た
各
種
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
サ
U
ビ
ス
が
総
合
的

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
調
整
す
る

窓
口
で
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
内
容

①
在
宅
介
護
に
つ
い
て
の
相
談

②
サ
U
ビ
ス
情
報
の
提
供
や
利

用
手
続
き
の
援
助

③
介
護
保
険
の
サ
U
ビ
ス
な
ど

に
対
す
る
苦
情
相
談

④
介
護
用
品
、
福
祉
用
具
の
展

示
（
地
域
型
セ
ン
タ
U
や
住
宅
改

造
に
つ
い
て
の
相
談
お
よ
び
助

言
）

◆
利
用
時
間
　
訪
問
・
来
所
相
談

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
電
話
相
談
は
時
間
外
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
高
齢
者
支
援
室
ò

内
線
２
６
２
２
〜
２
６
２
４
へ
。

キ
リ
ン
福
祉
財
団
主
催
。
寝
た

き
り
の
高
齢
者
を
常
時
在
宅
介
護

し
て
お
り
、
過
去
に
こ
の
行
事
に

未
参
加
の
方
が
対
象
（
１
家
族
か

ら
１
人
）。

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通

費
、代
替
介
護
費
用
は
自
己
負
担
。

◆
昼
食
と
懇
親
会
（
東
京
イ
ン
タ

U

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
）

Ａ
コ
U
ス
＝
９
月
３
日
Œ
午
前
11

時
か
ら
、
Ｂ
コ
U
ス
＝
９
月
４
日

œ
午
前
11
時
か
ら

◆
１
泊
旅
行

Ｃ
コ
U
ス
＝
鐘
山

温
泉
（
山
梨
県
）
９
月
25
日
œ
・

26
日
–
、
Ｄ
コ
U
ス
＝
鬼
怒
川
温

泉
（
栃
木
県
）
10
月
15
日
Œ
・
16

日
œ
、
Ｅ
コ
U

ス
＝
下
田
温
泉

（
静
岡
県
）
10
月
30
日
œ
・
31
日

–◆
観
劇
会

Ｆ
コ
U
ス
＝
芸
術
座

「
放
浪
記
」（
森
光
子
主
演
）
11
月

14
日
–
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
Ｇ

コ
U
ス
＝
帝
国
劇
場
「
十
二
夜
」

（
大
地
真
央
主
演
）
11
月
20
日
œ

午
前
11
時
か
ら

▼
５
月
29
日
œ
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
希
望
コ
U
ス
（
必
ず
第
２

希
望
ま
で
記
入
）
・
参
加
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
年
齢
・

住
所
・
電
話
番
号
・
寝
た
き
り
の

方
と
の
関
係
（
妻
と
夫
、
母
と
息

子
な
ど
）
・
介
護
年
数
と
寝
た
き

り
の
方
の
介
護
度
、
病
状
な
ど
記

入
し
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市

社
会
福
祉
協
議
会
在
宅
係
」
へ
申

し
込
む
。
定
員
２
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）。

∞
同
会
ò
79
―
３
５
０
５

三
鷹
市
歯
科
医
師
会
で
は
６
月

４
日
〜
10
日
の「
歯
の
衛
生
週
間
」

に
ち
な
み
、
講
演
会
と
歯
科
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
６
月
21
日
—
、
三
鷹
産
業
プ
ラ

ザ
７
階
会
議
室
で
。

◆
講
演
会
「
豊
か
な
人
生
を
た
の

し
む
た
め
に
」
〜
歯
と
体
の
イ
キ

な
関
係
〜
（
午
後
２
時
か
ら
）

歯
と
体
の
関
係
を
理
解
し
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
豊
か
で
よ
り
楽

し
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
講
師

は
「
子
供
の
た
め
の

歯
と
健
康

づ
く
り
」、「
お
と
な
の
た
め
の
歯

と
健
康
づ
く
り
」
な
ど
の
著
者
で

明
海
大
学
教
授
・
同
大
学
病
院
長

の
安
井
利
一
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
先
着
200

人
に
記
念
品
贈
呈
。
く
わ
し
く
は

三
鷹
市
歯
科
医
師
会
ò
45
―
２
７

１
５
へ
。

◆
個
別
歯
科
相
談
（
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
）

歯
周
病
・
入
れ
歯
・
歯
並
び
や

噛
み
合
わ
せ
な
ど
、
歯
科
医
師
会

の
各
専
門
医
が
個
別
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
先
着
50

人
に
記
念
品
贈
呈
。
く
わ
し
く
は

総
合
保
健
セ
ン
タ
U
ò
46
―
３
２

５
４
へ
。

Ã
。
お
年
寄
り
の
心
の
問
題
や
行

動
の
変
化
な
ど
。

◆
思
春
期
相
談
＝
６
月
18
日
Œ
。

思
春
期
〜
青
年
期
の
心
の
悩
み
や

家
族
問
題
な
ど
。

◆
ア
ル
コ
U
ル
ミ
U
テ
ィ
ン
グ
＝

６
月
５
日
œ
、
ア
ル
コ
U
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
＝
６
月
24
日
Õ
。
ア
ル
コ

U
ル
依
存
症
な
ど
を
克
服
し
、
生

活
を
改
善
す
る
た
め
、
本
人
や
家

族
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か

な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

▽
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
２
時
〜

４
時
。
場
所
は
武
蔵
野
・
三
鷹
と

分
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
事
前
に
三
鷹
武
蔵
野
保
健
所
保

健
サ
U
ビ
ス
課
ò
54
―
２
１
６
１

へ
申
し
込
む
。
相
談
日
以
外
で
も

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

専
門
医
と
保
健
師
に
よ
る
個
別

相
談
。

◆
一
般
精
神
保
健
相
談
＝
６
月
16

日
Ã
、
19
日
œ
、
23
日
Ã
。
眠
れ

な
い
、
何
も
し
た
く
な
い
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
、
人
と
接
す
る

の
が
つ
ら
い
な
ど
で
お
悩
み
の

方
。

◆
老
人
保
健
相
談
＝
６
月
９
日

平
日
の
午
後
５
時
30
分
〜
８

時
。
専
用
電
話
ò
54
―
２
１
６
２

毎
月
第
１
土
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
第
２
土
曜
日
）
に
、
健
康
相

談
、
医
療
費
助
成
申
請
な
ど
の
各

種
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時く

わ
し
く
は
三
鷹
武
蔵
野
保
健

所
ò
54
―
２
１
６
１
へ
。

三鷹市在宅介護支援センター
(高齢者支援室)

弘済園在宅介護支援センター

三鷹市立牟礼在宅介護支援センター

三鷹市立福祉会館在宅介護支
援センター
三鷹市立けやき苑在宅介護支
援センター
三鷹市立どんぐり山在宅介護
支援センター

野村病院在宅介護支援センター

在宅介護支援センター恵比寿苑

在宅介護支援センター太郎

48－8855

電話番号所　在　地名　　　　称

45－1151
内線2622
　～2624

44－7400

79－3505

34－5440

33－2287

40－2635

48－4933

76－4500

野崎１－１－１

下連雀５－２－５

牟礼６－12－30

野崎１－１－１

深大寺２－29－13

大沢４－８－８

下連雀８－３－６

牟礼１－９－20

下連雀４－２－８

三鷹市役所内

弘済ケアセンター内

老人保健施設はなかいどう内

福祉会館内

高齢者センターけやき苑内

特別養護老人ホームどんぐり山内

野村病院内

特別養護老人ホーム恵比寿苑内

老人保健施設太郎内

基
幹
型

地
　
　
域
　
　
型

（会場）

歯
の
衛
生
週
間
「
愛
歯
の
つ
ど
い
」

６
月
21
日
—
　
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

■
精
神
保
健
相
談

乳
が
ん
は
他
人
ご
と
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
が
ん

が
横
ば
い
か
ら
減
少
に
転
じ
て

い
る
中
、
ま
さ
に
右
肩
上
が
り

で
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
昭
和

40
年
と
比
べ
る
と
現
在
は
７
倍

以
上
、
３
万
人
以
上
の
方
が
乳

が
ん
に
か
か
り
、
毎
年
９
千
人

以
上
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
学
校
の
同
級
生
１

ク
ラ
ス
45
人
に
た
と
え
る
と
、

そ
の
う
ち
２
人
が
乳
が
ん
に
な

り
、
２
ク
ラ
ス
の
う
ち
１
人
は

亡
く
な
る
計
算
で
す
。

乳
が
ん
は
欧
米
諸
国
、
と
り

わ
け
北
欧
の
罹
患
率
が
高
い
の

で
す
が
、
動
物
性
脂
肪
の
摂
取

が
多
い
こ
と
が
乳
が
ん
の
罹
患

率
に
相
関
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
ア
ジ

ア
・
東
欧
・
中
南
米
諸
国
で
は

乳
が
ん
に
か
か
る
人
は
低
率
で

し
た
。
罹
患
率
の
急
激
な
上
昇

は
、
食
生
活
の
欧
米
化
に
由
来

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す

が
、
女
性
の
社
会
進
出
に
伴
う

晩
婚
化
、
初
産
年
齢
の
上
昇
な

ど
も
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

乳
が
ん
が
見
つ
か
る
ケ
U
ス

は
、
80
％
以
上
が
ご
自
分
で
何

ら
か
の
異
常
を
訴
え
て
こ
ら
れ

る
方
で
、
残
り
は
検
診
な
ど
で

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
多
く
の
方
が
し
こ
り
を

自
分
で
見
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま

す
。
乳
が
ん
に

か
か
り
や
す
い

年
齢
の
ピ
U
ク

は
40
歳
代
で
、

つ
い
で
50
歳
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。
働
き
盛
り
世
代
が
罹
患
し

や
す
い
の
も
、
恐
れ
ら
れ
て
い

る
ゆ
え
ん
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
な
が
ら
、
乳
が
ん
の
診
断
技

術
は
近
年
急
速
に
進
歩
し
、
女

性
の
意
識
の
向
上
と
も
あ
い
ま

っ
て
早
期
が
ん
の
発
見
率
が

徐
々
に
向
上
し
て
き
て
い
ま

す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
U
（
乳

房
の
Ｘ
線
撮
影
）
と
超
音
波
断

層
撮
影
を
併
用
し
た
検
診
で
は

１
B
程
度
の
小
さ
な
乳
が
ん
も

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乳
が
ん
の
治
療
を
す
る
場

合
、
ど
こ
に
が
ん
が
で
き
て
、

ど
こ
ま
で
広
が
っ
て
い
る
か
の

判
断
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共

鳴
断
層
撮
影
）
を
用
い
る
と
、

触
知
可
能
な
範
囲
を
超
え
て
が

ん
が
広
が
っ
て
い
た
と
し
て
も

見
逃
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
乳
が

ん
の
治
療
成
績
の
向
上
に
大
い

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
、
乳
腺
に
生
じ
た

病
変
で
切
り
取
る
こ
と
が
す
べ

て
と
い
う
旧
来
の
考
え
方
か

ら
、
近
年
は
、
乳
腺
に
生
じ
た

全
身
病
と
い
う
と
ら
え
方
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
手
術
・
放
射
線
照
射
な
ど

の
局
所
の
治
療
と
、
薬
物
療
法

な
ど
の
全
身
の
治
療
を
組
み
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
く
方
法
が
主

体
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ

な
ら
、
乳
が
ん
は
ほ
か
の
が
ん

に
比
べ
て
薬
が
効
き
や
す
い
性

質
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

か
つ
て
、
乳
が
ん
の
手
術
法

は
胸
の
筋
肉
を
も
取
り
去
る
ハ

ル
ス
テ
ッ
ド
法
が
主
流
で
し

た
。
多
く
の
患

者
さ
ん
の
長
期

成
績
か
ら
、
再

発
を
恐
れ
て
の

こ
と
で
し
た
。

抗
が
ん
剤
や
ホ
ル
モ
ン
療
法
剤

の
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
れ

ら
の
併
用
に
よ
っ
て
、
乳
房
や

そ
の
周
囲
の
組
織
を
大
き
く
切

り
取
ら
な
く
て
も
治
療
成
績
が

変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
最
近
は
こ
の
乳
房

温
存
術
が
40
％
以
上
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
手
術
の
前
に
抗
が
ん
剤
を

使
っ
て
が
ん
を
小
さ
く
さ
せ
、

少
し
で
も
温
存
で
き
る
範
囲
を

広
め
よ
う
と
い
っ
た
治
療
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
皮
膚
面

に
傷
を
少
な
く
す
る
た
め
、
内

視
鏡
を
併
用
し
た
手
術
も
一
部

の
施
設
で
試
み
ら
れ
て
い
ま

す
。現

在
、
お
お
む
ね
の
目
安
と

し
て
が
ん
の
広
が
る
範
囲
の
直

径
が
３
B
以
下
程
度
で
あ
れ
ば

温
存
術
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
概
に

ご
本
人
の
希
望
で
行
わ
れ
る
と

い
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
が
ん
の
組
織
の
性
質
、
リ

ン
パ
腺
へ
の
転
移
、
ほ
か
の
臓

器
へ
の
転
移
の
可
能
性
な
ど
総

合
的
な
判
断
を
基
に
手
術
法
が

選
択
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

大
切
な
乳
房
を
失
わ
な
い
た
め

に
は
、
早
期
発
見
は
き
わ
め
て

重
要
で
す
。
毎
年
１
度
は
検
診

を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け
、

時
々
は
ご
自
分
で
し
こ
り
が
な

い
か
を
触
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

（
三
鷹
市
医
師
会
）

家
族
介
護
者
を

観
劇
や

１
泊
旅
行
に
ご
招
待

（
選
と
評
）

金
田
　
義
直

や
う
や
く
に
池
の
水
温
十
度
と
な
り
目
高

の
猛
者
は
初
泳
ぎ
す
る
　
　
浅
野
　
寿
子

【
評
】
目
高
の
中
に
も
「
猛
者
」
が
い

る
と
言
う
発
想
が
ユ
ニ
U

ク
で
面
白

い
。
そ
の
目
高
の
猛
者
連
の
初
泳
ぎ
に

春
の
到
来
を
感
じ
、
心
弾
ま
せ
る
作
者

の
気
持
ち
が
よ
く
出
て
い
る
。「
猛
者
」

以
外
の
目
高
に
は
水
温
十
度
は
、
冷
た

過
ぎ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

五
円
玉
を
出
世
稲
荷
の
境
内
に
拾
ひ
て
思

ふ
何
の
縁
や
　
　
　
　
　
　
大
平
　
光
子

【
評
】
五
円
は
ご
縁
に
通
じ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
お
賽
銭
で
の
縁
起
物
？
　
さ
ぞ

か
し
縁
起
が
よ
い
と
喜
ん
で
い
る
と
思

い
き
や
「
何
の
縁
や
」
と
考
え
込
ん
で

い
る
の
だ
。
結
句
で
深
み
の
あ
る
歌
に

な
っ
た
。

海
棠
の
芽
ぐ
む
赤
芽
を
ふ
く
ら
ま
せ
春
告

ぐ
る
雨
あ
た
た
か
く
降
る
　
松
村
恵
美
子

【
評
】
海
棠
の
赤
芽
の
膨
ら
み
を
通
し

て
、
季
節
感
を
過
不
足
な
く
詠
い
あ
げ

て
い
る
。「
春
告
ぐ
る
雨
あ
た
た
か
く

降
る
」
の
抒
情
的
な
把
握
が
一
首
を
生

か
し
て
い
る
。

厚
き
衣
一
斉
に
捨
て
真
綿
色
の
辛
夷
の
花

は
朝
陽
に
眩
し
　
　
　
　
　
神
宝
満
智
子

【
評
】
真
綿
色
が
似
合
う
の
は
布
施
明

が
唄
っ
た
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
だ
け
で
は

な
い
。
白
色
六
花
弁
の
大
花
が
朝
日
に

映
え
る
辛
夷
の
花
も
、
ま
さ
に
真
綿
色

な
の
だ
。
初
句
の
「
厚
き
衣
」
は
花
弁

を
包
ん
で
る
蕚
。
よ
く
見
て
詠
っ
て
い

る
。

を
り
を
り
に
見
か
け
る
人
と
目
の
合
ひ
ぬ

会
釈
交
は
し
て
す
れ
ち
が
ひ
ゆ
く

棚
木
　
玲
子

【
評
】
行
為
だ
け
が
詠
わ
れ
て
い
る
が
、

二
人
の
心
の
内
が
読
み
取
れ
て
面
白

い
。
人
は
こ
う
し
て
知
り
合
っ
て
行
く

の
だ
ろ
う
。
温
か
い
ム
U
ド
が
感
じ
ら

れ
て
好
感
。

土
産
物
見
に
行
く
友
と
別
れ
来
て
雨
の
寿

福
寺
に
一
人
詣
で
ぬ
　
　
　
遠
藤
多
満
江

【
評
】
リ
ズ
ミ
カ
ル
だ
が
、
弾
み
過
ぎ

な
い
表
現
が
心
地
よ
い
。「
一
人
詣
で

ぬ
」
の
「
一
人
」
は
不
用
。

散
歩
中
う
ぐ
ひ
す
の
初
音
聞
き
に
け
り
ま

た
聞
き
た
く
て
歩
を
止
め
て
待
つ

大
平
　
牧
子

【
評
】
下
の
句
の
、
た
ど
た
ど
し
い
表

現
が
、
一
首
を
味
の
あ
る
作
品
に
し
て

い
る
。
特
に
「
ま
た
聞
き
た
く
て
」
の

率
直
な
表
現
が
効
い
て
い
る
。

三
鷹
短
歌
会
４
月
の
秀
歌

三
鷹
市
芸
術
文
化
協
会
加
盟
の
短

歌
会
、
俳
句
会
の
作
品
を
順
次
掲
載

し
て
い
ま
す
。

小
さ
く
切
っ
て
大
き
く
残
そ
う

〜
乳
が
ん
の
早
期
発
見
と
乳
房
温
存
術
〜

介
護
で
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら

お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
保
健
所
の

土
曜
日
サ
ー
ビ
ス

メ
ー
ル
で
の
相
談
を
受
付
中

ご利用ください
障害者のための
ホームページ

https://www.city.mitaka.tokyo.jp/s
yougai/index.html
サービス案内や一部の申請書について

のダウンロードサービス、メールでの相

談受け付けなど。ぜひ一度ご覧ください。

※三鷹市ホームページの「障害者のた

めのホームページ」ボタンからもアクセ

スできます。

≥地域福祉課障害者相談係ò内線

2656・2657


